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クラブ活動で感謝

豊かな心を持ち夢や目標に向かって自ら考え取り組む児童の育成を目指して
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４月の発足式から６月の期間（週１回程度：計８

回）、主として子供達の自主的な活動を通して個性

や社会性を伸ばす目的で４年生以上を対象に行っ

ております。今年度も、多くの外部講師を迎えて

専門的な立場で子供達の育ちを支えて頂き

ました。「三線」「琉舞」「和太鼓」「ダンス」

等、プロから学べるとても貴重な時間となり
ました。講師の皆様には、心から感謝するとともに今

後とも子供達へのご支援宜しくお願いいたします。

６月１６日（金）には、旧海軍司令部壕事業所

の所長（屋良朝治）さんをお招きし、戦争の

悲しさや恐ろしさについて語って頂きました。
様々な視覚的資料、数値等を活用した分かりやすい

内容で、５，６先生が対面で、３、４年生がリモートによ

るハイブリッドでの実施となりました。戦争体験者が

減っている現状で、語り部としての自覚は私にもあり

ます（祖父、両親が戦争体験者）が、教師の言葉以

上に外部講師の言葉に重みを感じました。この日

常が幸せであることを強く感じる時間となりま
した。屋良さんありがとうございます。

事前学習のパネルや子供達のメッセージも体育

館に持ち込み、自分

事として感じられる

ように工夫しました。

「けんかやいじめ

を許さない」「好

き嫌いしない」な

今後は、子供達の活動意欲を高めるための創意

工夫をしながら取組を充実させたいと思います。例

えば、動画や掲示物等による発表の場を設ける。授

業参観日等に合わせて…もいいですね。

和太鼓クラブ

三線クラブ

ダンスクラブ

平和集会でも感謝

ど、様々な

視点で戦

争を捉え

真剣に考

えている

ことが分

かります。

爆弾が落ち、無数の穴があく民家の敷地
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豊崎小学校に勤務して保護者や地域の力強い

協力には、本当に驚かされました。朝7時半の
忙しい時間帯にも関わらず、毎日２．３名の保護者の

方々が横断旗を持ち、子供隊に笑顔で挨拶をしなが

ら立哨をしている姿に感激しているのです。１学期前

半で登校日は６７日ですから、延べ２００名ほどの

方々が立哨を行ったことになります。〔多い日は６
名も！！年間にすると５００名は超えることになる〕

更には、地域の自治会や企業の皆様がボラ

ンティアで立哨して下さってます。中でも、豊崎中学
校建設で勤務している儀間さんに関しては、翁長橋

で毎日のように立っていますから、ご存じの方も多い

と思います。よろしければ保護者の皆様からもお礼や

励ましの声掛けをお願いします。

５月９日には、民生員の方々、５月２３日には市長・

教育長をはじめ教育委員会の方々も多数挨拶運動

に参加して下さいました。心強い皆さんに見守られて

いる豊崎小学校の子供達がうらやましく思うことが多

朝の立哨に感謝

何かあれば、すぐに外にで出られるよう教室の

隅でじっとする２年生（見えますか？奥の方）
今日の訓練の振り返りと「〇〇の時はどうする

か」を話し合い、各自でまとめを書く

保護者の皆さん

地域企業の皆さん

民生員他の皆さん

々ありますね。

先月に約1カ月間のゴミを集めてみたら驚

きの量。〔5/15～６/１６の２０日間：その多くが近く

の公園のゴミ〕何か手を打つ必要があると思い、
子供達の見えるところにしばらく置いてみました。する

と、６月の後半からゴミ拾いを試みる子供達が増

え始め、それに伴いゴミ処理問題が発生しました

が、美化委員会の皆さんが立ち上がり分別箱

まで設置してくれました。とても嬉しい行動の広がり
で す 。 更 に

は、毎日の多

少の差はあ

れど、除々に

公園のゴミ

が減ってい

き、7/19.

20には、ペットボトル・空き缶が全くなく、お

菓子の袋もほぼ落ちてない状態となりました。も
ちろん、２０日の朝には、リモートで子供達に現状と感

謝・継続のメッセージを送りました。ゴミが見当たら

ない街になるよう子供も自主的に頑張ってます。

これが目指す子供像

市長・教育長他の皆さん

４５Lの袋
９０Lの袋

分別箱


